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第一部　労働者状態

VI　農家の状態と農民の生活

２　農家経済と農業労賃

2　農家総所得と農業労賃

農家と勤労者世帯の所得比較

　第69表は農水省の「農家経済調査」のよる農家所得と総理府の「家計調査」による勤労者収入の

比較を示したものである。以下、この表により八〇年度の農家総所得水準の持徴をみると次のとお

りである。

　(1)一戸当たり農家総所得は五六〇万円で前年度比五％の増加であり、勤労者一世帯当たり実収

入は四二五万円で七％の増加であった。この結果、両者の所得格差は前年度より二・八ポイント縮

小し三二％となった。同じ格差縮小は世帯員一人当たり可処分所得についてもみられるが、勤労者

にくらべ農家世帯が一三％ほど高い。

　(2)これにたいし、就業者一人当たり農家総所得は二二二万円、勤労者世帯の有業者一人当たり

実収入は二八二万円で、その格差は前年度とほぼ同じ二一％程度で、勤労者にくらべ農家のほう

が少ない。農家総所得が勤労者家庭のそれより大きいのは、農業労働もやり兼業労働もやる農家

の多就業構造を反映しているのである。

　農家総所得が勤労者収入より高いということは、一日当たり農業所得が他産業賃金にくらべ割高

であることを意味しない。たとえば常用労働者五～二九人規模の製造業一日当たり賃金を一〇〇と

すると、二ha以上経営の上層農家一日当たり農業所得は七八であった（一九八〇年度。昭和五六

年度『農業白書』による）。一九八〇年度の農家総所得のうち農業所得の占める割合は一七％にす

ぎず、その余は兼業収入や恩給・年金などの給付金から成っている。近年、農家人口の高齢化がす

すみ、一九八〇年現在で六五歳以上の高齢者が農家人口の一六％に達した。全国平均高齢者率

にくらべ農家のそれは相対的にますます高くなっており、このため勤労者世帯にくらべ農家の恩給・

年金収入の総所得にたいする比重が大きくなっているのである。一九八〇年度の農家一戸当たり

給付金は五一万円で、前年比一七％の増であった（なお、一日当たり農業所得と製造業賃金との比

較については次項を参照）。

農業労賃と農村内外諸賃金の比較

　「農家経済調査」の全国農家一日当たり平均農業所得と労働省「毎月勤労統計調査」の製造業常

用労働者五人以上規模一日当たり平均賃金の比較によると、八〇年度の平均農業所得は四五四

六円で前年度比一〇％減であったが、労働者賃金は一万四八〇円で八％増であった。この結果、

農業所得の労働者賃金にたいする格差は前年度より五ポイント低下し四三％となった（農林統計協
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会編『農業白書附属統計表』一九八一年版）。

　また、農水省統計情報部は「農村物価賃金統計」（会計年度）の農林業賃金と労働省大臣官房統

計情報部の「毎月勤労統計調査総合報告書」（暦年）の常用労働者規模三〇人以上の平均賃金を

比較対照している（農水省『ポケット農林水産統計』一九八二年版）が、それによると八〇年度の全

国平均一人一日当たり男子農業臨時雇い賃金は五〇九四円で、これを基準に他産業賃金を比較

すると、建設業一万九八六円で二一七％、製造業一万一四八二円の二二七％、卸売・小売業一万

六四三円で二一一％といずれも二倍以上の高さであった。またこれを農村の各種賃料金、山林労

働賃金等と比較してもその格差は明らかである。ちなみに大工九〇八〇円（一八〇％）、左官九一

四〇円（一八一％）、伐木・造林労働八三二〇円（一六五％）、軽作業五五六七円（一一〇％）であ

った。
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